
 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 № 1 1 

旭 市 立 中 央 小 学 校 

児 童 数  ６ ３ ６ 名 

 能登半島地震に学ぶ災害への備え 

                   校長 岩井 玲 

 

 令和６年１月１日１６時１０分に、石川県能登地

方を震央とするＭ７．６の地震が発生し、震度

７が観測されました。 

 元日の夕方からテレビは地震情報と津波か

らの避難を呼びかけるニュースで一色だった

のを覚えています。 

 この地震で亡くなられた方のご冥福と、能登

地方に１日も早く日常が戻ることをお祈りいた

します。 

 この地震では、わずかな時間に、総延長９０ｋｍ

にも及ぶ範囲で、地面が最大４ｍも隆起したこ

とが報じられ、過去に類を見ない地震であっ

たことがうかがわれます。 

 

 さて、災害への備えの一つ目は、家屋が潰れ

るような揺れや津波、火災などの「災害そのも

の」から命を守るためにはどうあるべきか、と

いう備えです。 

 本校では２月８日の３校時に、地震とそれに

伴う火災が発生したとの想定の下、避難訓練

を行いました。火災を想定していますので、グ

ラウンドに避難しました。 

 子どもたちには予告なしの訓練でしたが、大

きな混乱やトラブルなく、安全に避難すること

ができました。 

 災害への備えの二つ目は、災害そのものから

「避難した後」のための備えです。 

 避難訓練当日は晴れていましたが、気温は 

１０℃程度でした。子どもたちには、避難訓練

を行うことを予告していませんでしたので、防

寒着を着て避難するように、放送で呼びかけ

ました。 

 グラウンドに集まった子どもたちに、「もし、

今日このまま体育館に泊まることになったら、

寝られそうですか？電気・ガス・水道は止まっ

ていて、暖房は使えません。お布団も十分では

ありません。」と問いかけると、しばしの沈黙 

となりました。 

 

 能登半島地震では、道路が寸断されたこと

で救援物資等が届かずに被害が拡大しまし

た。学校で行う避難訓練は、地震等の災害そ

のものから身の安全を守るためのものであ

り、その後のことについては、これまであま

り触れられてきませんでした。 

 しかし、能登半島地震を目の当たりにして、

真冬の寒い中や真夏の酷暑の中で、数日間

を安全に生き延びるための備えが必要であ

ることを強く感じます。 

 

 災害発生時に、まず身の安全を確保し、と

りあえず自宅に戻る、あるいは車に戻るまで

の備えと、その後、避難所等で数日を過ごす

ための備え。この二つは別々に考える必要

があることを再認識しました。 

 避難所等で数日間を過ごすための備えは

行政や学校も準備を進める必要はあります

が、各家庭において家族の状況等を考慮し

て、より細やかな準備をしていくことがとて

も大切だと感じます。 

 そんな私は、非常持ち出しのリストの検討

と水・食料の備蓄を始め、車のガソリンが空

になる前に、こまめに給油することを心がけ

ています。 

   

 

 

2月8日（木）避難訓練（予告なし）の様子 
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ホームページでも、学校だよりを御覧いただけます。 

http://www.edu.city.asahi.chiba.jp/es-asahichuou/ichiran/index.html 

緊急対応訓練を実施しました 

お知らせ 

 

 

学力検査の実施 

2月 15日（木）に 6年生、２１日（水）・22
日（木）に１～5 年生が学力検査を受けまし
た。 

1 年間のまとめのテストに、児童は一生懸
命取り組んでいました。結果の配付は3月4
日（月）を予定しています。 

家庭教育学級を実施しました 

 

本校の家庭教育学級では今年度はこれま
でに、9 月に親子ダンス教室、11 月に親子
石けん作り教室を実施しました。 

1 月 23 日（火）には、第一給食センター 
石井栄養教諭を講師にお招きし親子給食・
食育教室を行いました。 
参加者からは、「親子で給食を食べ、日頃
の子どもの様子がよく分かった」「給食に関
してよく考えられていて、食が楽しくなるよ
うなメニュー、栄養バランス、彩り、安全で安
心して食べることができ、とても感謝してい
る」「薄味でおいしかった。子どもは濃い味
付けが好きではないので、家でも気を付け
ようと思う」という感想をいただきました。 

 食育教室の後、校内閉級式を実施しまし
た。１年間、役員の皆様には大変お骨折りい
ただきましたが、おかげさまで有意義な家
庭教育学級となりました。ありがとうござい
ました。 

前項のとおり、2月8日（木）に、予告なし

の避難訓練を行いました。児童は、緊張感を

もって訓練に参加していました。 

その 1 週間前の 1 月２５日（木）の放課後

には、職員のみで、緊急対応訓練を実施しま

した。これは、グラウンド中央で児童が倒れ

たという設定で、その児童を救急搬送する

までの訓練でした。実際に旭消防署にご協

力頂き、救急車を学校内に誘導し、児童を搬

送する訓練を行いました。 

訓練後も倒れた児童への対処や担架の使

用法、救急車が入ってきたときの児童の安

全確保など職員間で協議し、対応をまとめ

ています。 

今後も児童の安 

全について、学校全 

体で取り組んでまい 

ります。 

 

 

 

学校評価保護者アンケートへの 

ご協力ありがとうございました 

1月 19日（金）～1月 28日（日）の期間に
学校評価保護者アンケートにご協力頂きま
してありがとうございました。保護者の皆様
から、率直なご意見を多数いただくことがで
きました。ご意見をしっかりと受け止め、こ
れからの中央小学校の教育活動に活かして
まいります。結果は、添付の別紙にてまとめ
ましたのでご覧ください。 

 

http://www.edu.city.asahi.chiba.jp/es-asahichuou/ichiran/index.html

